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国指定重要文化財（彫刻）

木も
く

心し
ん

乾か
ん

漆し
つ

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
西
郷
町
忠
多

所
有
者　

能
満
寺

奈
良
時
代（
八
世
紀
）

像
高　

六
一
・
五
㎝

能
満
寺
の
虚
空
蔵
像
は
、
五
重
の
八や
つ

花は
な

形が
た

の
台
座
に
趺ふ

坐ざ

し
、
細
か
く

櫛
目
を
入
れ
た
大
き
な
宝ほ
う

髻け
い

を
高
く
結
い
、
地
髪
に
食
い
入
る
よ
う
に
幅

の
広
い
天
冠
台
が
共
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
や
や
つ
り
あ
が
っ
た
眉
目
、
直

線
に
の
び
た
高
い
鼻
稜
、
豊
か
な
頬
、
下
唇
が
小
さ
く
引
き
締
っ
て
、
口

元
に
は
か
す
か
に
古
代
微
笑
を
た
だ
よ
わ
せ
た
容
貌
は
、
優
し
さ
の
中
に

も
尊
厳
さ
を
秘
め
て
い
る
。

衣え

文も
ん

は
半
裸
に
近
い
上
体
に
、
乾
漆
特
有
の
や
わ
ら
か
な
表
現
で
穏
や

か
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
が
っ
ち
り
し
た
両
肩
か
ら
胸
部
へ
か
け
て
の
肉

付
き
も
、
張
り
の
あ
る
豊
か
さ
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
両
手
首
・
裳も

先さ
き

・
台
座
は
後
補
で
あ
り
、
右
手
に
利り

剣け
ん

、
左
手
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
持
っ
て
い
た

が
、
現
在
宝
珠
は
失
わ
れ
て
い
る
。

木
心
乾
漆
像
と
は
、
像
の
大
体
の
形
を
木
彫
り
に
し
て
、
そ
の
上
に
木こ

屎く
そ

を
盛
っ
て
仕
上
げ
る
技
法
で
、
奈
良
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
造
像
技

法
で
あ
る
。

数
少
な
い
典
型
的
な
木
心
乾
漆
像
で
、
檜
材
を
用
い
た
一
木
造
り
、
膝

前
は
別
材（
後
補
）を
矧は

ぎ
、
胎
内
を
円
筒
状
に
内う
ち

刳ぐ

り
し
、
背
面
中
央
で

縦
に
細
く
地
付
き
ま
で
背
板
を
は
め
て
い
る
。
両
手
は
上
肘
部
で
矧
ぎ
、

両
手
先
は
後
補
で
あ
る
。

も
と
は
奈
良
の
東
大
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
、
小
泉
三
申（
策
太
郎
）を
経

て
、
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）、
能
満
寺
に
施
入
さ
れ
た
。
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国指定重要文化財（彫刻）

木も
く

造ぞ
う

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

（
附
）　

像
内
納
入
品

指　

定　

平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
下
小
川
字
上
ノ
台

所
有
者　

長
福
寺

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
）

像
高　

六
九
㎝

小
川
山
長
福
寺
は
真
言
律
宗
に
属
す
る
西
大
寺
の
末
寺
で
、
元げ
ん

亨こ
う

二
年

（
一
三
二
二
）に
小
河
義
綱
の
帰
依
に
よ
り
、
鎌
倉
極
楽
寺
内
地
蔵
院
の
慈

雲
和
尚
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
奥
州
に
お
け
る
真
言
律
宗

の
中
心
道
場
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、慶
長
八
年（
一
六
〇
三
）、同
十
四
年
・

同
十
五
年
と
三
度
の
火
災
に
よ
り
、
七
堂
七
院
十
二
坊
が
こ
と
ご
と
く
炎

上
し
て
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

地
蔵
菩
薩
は
釈
迦
入
滅
の
の
ち
、
弥み

勒ろ
く

仏ぶ
つ

が
五
六
億
七
千
万
年
の
の
ち

に
出
現
す
る
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
無
仏
の
と
き
に
出
現
し
、
六
道
の
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

を
救
済
す
る
菩
薩
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
六
道
済
度
の
た
め
に

六
つ
の
分
身
を
作
り
、
六
地
蔵
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
長
福
寺
の
本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
、
寄
木
造
り
で
彩
色
が

施
さ
れ
て
お
り
、
眼
は
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

で
、
左
手
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

、
右
手
に
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

を
も

ち
、
六
地
蔵
中
の
大
定
慈
悲
の
形
に
造
ら
れ
て
い
る
。
尊
顔
は
髪
際
線
が

額
中
央
で
下
方
に
カ
ー
ブ
し
、
切
れ
長
の
伏
せ
眼
、
き
り
り
と
結
ん
だ
口

唇
、
張
り
の
あ
る
紐
耳
を
し
て
い
る
。
衣
全
面
に
大
き
な
菊
花
の
土
紋
が

み
ら
れ
る
。
土
紋
と
は
、
粘
土
を
花
や
葉
の
雌
型
に
入
れ
て
厚
手
に
作
っ

た
文
様
で
あ
る
。
ま
た
、
裳も

裾す
そ

先
が
反
転
し
て
垂す
い

下か

す
る
垂
下
様
式
を
と

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
彫
刻
様
式
は
、
中
国
宋
朝
後
期
の
影
響
を
受
け
た
鎌
倉
末

期
か
ら
、
室
町
初
期
に
か
け
て
の
特
色
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

鎌
倉
極
楽
寺
と
の
関
係
か
ら
、
極
楽
寺
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
面
相
や
造
り
は
、
鎌
倉
円
覚
寺
塔
頭
伝
宗
庵
の
地
蔵
菩
薩
坐
像（
鎌

倉
末
期
～
南
北
朝
時
代
、
国
指
定
）に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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国指定重要文化財（工芸品）

厨ず

子し

入い
り

金こ
ん

銅ど
う

宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

舎し
ゃ

利り

塔と
う　
　
　

一
基

指　

定　

昭
和
三
十
六
年
六
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
）

厨
子
高　

二
二
・
八
㎝
、
厨
子
幅　

一
五
・
六
㎝

塔
高　

一
〇
・
五
㎝

春
日
厨
子
の
中
に
は
め
板
を
立
て
、
こ
れ
に
鏡
を
装そ
う

填て
ん

し
た
金
銅
製
宝

灰
印
塔
を
お
さ
め
て
い
る
。
厨
子
は
黒
漆
塗
り
で
、
扉
の
内
側
に
は
金
箔

を
押
し
て
い
る
。
厨
子
内
の
は
め
板
も
漆
箔
を
施
し
て
お
り
、
下
に
銅ど
う

製せ
い

框か
ま
ち

座ざ

を
お
き
、
束
を
二
本
立
て
、
格こ
う

狭ざ

間ま

を
付
け
る
。

宝
篋
印
塔
は
塔
身
に
大
き
く
円
相
を
彫
り
、
覆ふ
く

輪り
ん

を
付
け
、
水
晶
を
薄

く
研
い
で
ガ
ラ
ス
状
に
し
て
装
填
し
、
内
に
透
し
彫
り
の
梵
字
「
あ

」
を

配
し
て
い
る
。
こ
の
「

」
は
胎た
い

蔵ぞ
う

界か
い

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

を
あ
ら
わ
す
。
塔
の
台

は
二
段
式
で
下
段
に
は
大
き
く
格
狭
間
を
造
り
、
水
晶
板
を
は
め
て
、
そ

の
中
に
舎
利
と
木
造
の
小
地
蔵
立
像
を
入
れ
る
。
塔
の
屋
蓋
は
軒
が
や
や

反
り
返
り
、
上
に
四
段
の
階
を
設
け
、
馬
耳
型
の
方
立
て
を
立
て
る
。
そ

の
上
に
さ
ら
に
請う
け

花ば
な

・
相そ
う

輪り
ん

・
宝ほ
う

珠じ
ゅ

等
を
配
し
て
い
る
。
屋
蓋
と
方
立
て

に
は
唐
草
文
様
を
浮
き
彫
り
に
し
、
塔
身
・
台
座
に
は
魚な
な

子こ

を
打
っ
て
い

る
。
ま
た
塔
の
最
下
部
に
は
反
花
蓮
弁
を
付
け
て
い
る
。

こ
の
宝
篋
印
塔
を
装
着
す
る
鏡
に
は
菊
花
双
鳥
文
鏡
を
用
い
、
紐
の
孔

の
方
向
と
一
致
さ
せ
て
上
下
に
二
つ
の
孔
を
設
け
、
こ
こ
に
宝
篋
印
塔
の

柄
を
は
め
、
上
か
ら
下
へ
串
状
の
銅
線
を
通
し
て
固
定
し
て
い
る
。
鏡
は

鎌
倉
時
代
の
和
鏡
で
、宝
篋
印
塔
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

薬
王
寺
は
中
世
に
一
時
衰
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
初
期
に

岩
城
隆
忠
は
、
真
言
宗
の
意
教
流
願
行
方
を
学
ん
だ
鏡
祐
を
下
総
国（
匝そう

瑳さ
市
）か
ら
招
き
、
文
安
三
年（
一
四
四
六
）に
同
寺
を
再
興
し
た
。
鏡
祐
が

布
教
に
下
る
と
き
、
師
僧
よ
り
授
与
さ
れ
た
の
が
こ
の
厨
子
入
金
銅
宝
篋

印
舎
利
塔
で
、
そ
れ
以
来
代
々
の
住
職
の
晋
山
式
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
宝

器
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（工芸品）

大お
お　

薙な
ぎ　

刀な
た　
　
　

一
口

銘　

備
州
長
船
住
盛
景　

貞
治
二二
年
十
一
月
日

指　

定　

昭
和
四
十
九
年
六
月
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

南
北
朝
時
代
・
貞
治
四
年（
一
三
六
五
）

身
長　

一
三
〇
・
五
㎝

反
り　

六
・
五
㎝

盛
景
は
大
宮
盛
景
と
い
っ
て
備
前
国（
岡
山
県
）大
宮
に
住
み
、
相
伝
備

前
の
作
風
を
伝
え
て
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
刀
工
で
あ
る
。
こ
の
時
代

に
流
行
し
た
大
薙
刀
の
典
型
的
作
例
で
、
当
時
の
薙
刀
で
健
全
な
姿
で
残

っ
て
い
る
も
の
は
数
振
と
い
わ
れ
、
貴
重
な
逸
品
で
あ
る
。

こ
の
大
薙
刀
は
薙
刀
造
、
鍛き
た

え
は
板
目
、
刃
文
は
丁ち
ょ
う

子じ

直す
ぐ

刃は

、
彫
物

は
薙
刀
樋
添
樋
付
、
目
釘
穴
二
個
、
拵
こ
し
ら
え

が
あ
る
。

飯
野
八
幡
宮
は
文
治
二
年（
一
一
八
六
）石
清
水
八
幡
宮（
京
都
府
）の
分
霊

を
う
つ
し
た
神
社
で
、
好
島
庄
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
。
伊
賀
氏（
飯
野
氏
）

は
宝
治
元
年（
一
二
四
七
）以
来
好
島
庄
西
の
預
所
と
な
り
、
飯
野
八
幡
宮

の
神
主
を
兼
ね
て
い
た
。
伊
賀
氏
は
好
島
庄
の
外
に
備
前
国
に
も
地
頭
職

を
受
け
て
お
り
、
伊
賀
盛
光
の
所
持
品
と
伝
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
大
薙
刀
に
は
黒
塗
の
鞘
が
つ
き
、
柄
は
黒
の
千
段
巻
、

銀
金
具
付
、
石い
し

突づ
き

の
上
部
は
黒
塗
で
銀
の
胴
が
ね
を
着
せ
、
石
突
は
鉄

製
で
平
鍛
冶
町
の
刀
匠
・
和
泉
守
国
虎
系
の
根
本
伝
三
郎
が
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）八
月
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
石
突
に
そ
の
銘
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
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国指定重要文化財（古文書）

飯い
い

野の

家け

文も
ん

書じ
ょ　
　
　

一
、六
八
三
通

指　

定　

平
成
六
年
六
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
高
月

所
有
者　

個
人

鎌
倉
時
代
～
明
治
時
代

飯
野
家
文
書
は
、
鎌
倉
幕
府
政ま
ん

所ど
こ
ろ

執し
つ

事じ

の
伊
賀
光
宗
を
祖
と
す
る
飯

野
八
幡
宮
宮
司
・
飯
野
家
に
伝
来
す
る
鎌
倉
期
か
ら
明
治
初
期
に
い
た
る

文
書
で
、
総
数
一
、六
八
三
通
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
中
世
文
書
は
二
一
○
通
。
国
学
者
大
国
隆
正
の
言
を
容
れ
た

飯
野
盛
容
に
よ
っ
て
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
頃
、
一
七
八
通
が
九
巻

の
巻か
ん

子す

に
装そ
う

丁て
い

さ
れ
、
そ
の
ほ
か
は
未
成
巻
の
ま
ま
秘
蔵
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
関
東
下
知
状
な
ど
好
島
荘
の
相
論
に
関
す
る
も
の
、
南

北
朝
期
の
足
利
尊
氏
・
同
直
義
感
状
な
ど
武
将
と
し
て
の
伊
賀
氏
の
動
向

に
関
す
る
も
の
、
飯
野
八
幡
宮
縁
起
注
進
状
案
・
飯
野
八
幡
宮
鳥
居
造
立

配
分
状
な
ど
八
幡
宮
に
関
す
る
文
書
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
鎌
倉
期

の
好
島
荘
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
お
け
る
伊
賀
氏

の
活
躍
を
伝
え
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
奥
州
管
領
の
権
限
を
も
う
か
が
わ
せ

る
。
ま
た
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
、
岩
城
氏
の
大
名
化
の
過

程
を
示
す
資
料
で
も
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
新
井
白
石
が
そ
の
著
『
藩は
ん

翰か
ん

譜ふ

』
に
引
用
し
て
い
る
。

近
世
以
降
の
文
書
は
、
八
幡
宮
の
縁
起
や
由
緒
、
祭
礼
、
飯
野
家
の
家

譜
や
系
図
、
日
記
、
将
軍
家
か
ら
の
朱
印
状
、
磐
城
平
藩
歴
代
藩
主
の
寄

進
状
、
所
領
や
年
貢
、
神
社
経
営
と
供ぐ

社そ
う

寺じ

、
書
状
、
絵
図
、
内
藤
家
時

代
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌
や
俳
諧
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
内
容
も

多
彩
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
に
置
か
れ
た
磐
前
県
中
教
院
関
係
の
辞

令
や
御
触
書
、
通
達
、
願
書
、
社
寺
明
細
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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国指定重要文化財（考古資料）

埴は
に

輪わ

男だ
ん

子し

胡こ

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

（
附
）　

埴
輪
女
子
像　
　
　

一
躯　

埴
輪
跪
坐
像
残
闕
等

指　

定　

昭
和
三
十
三
年
二
月
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
高
月

（
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
）

所
有
者　

福
島
県

古
墳
時
代（
六
世
紀
前
半
）

総
高　

八
九
・
四
㎝

神
谷
作
一
〇
一
号
墳
よ
り
出
土
し
た
。頬
紅
を
つ
け
た
端
正
な
顔
だ
ち
、

三
角
形
の
天
冠
を
つ
け
、七
つ
に
枝
分
か
れ
し
た
鈴
付
き
の
ま
び
さ
し
が
、

風
に
ゆ
れ
動
い
て
鈴
の
響
き
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
表
現
が
こ
の
男
子

像
の
美
的
評
価
を
高
め
て
い
る
。

美み

豆ず

良ら

を
長
く
垂
れ
、
左
腰
に
玉
飾
り
の
刀
を
は
き
、
鞆と
も

を
結
ん
で
籠こ

手て

を
つ
け
た
両
手
を
前
に
捧
げ
台
上
に
胡
坐
す
る
。
六
世
紀
前
半
の
制
作

で
、
古
墳
時
代
後
期
の
首
長
の
葬
祭
に
際
し
て
、
威
儀
を
正
し
て
亡
き
首

長
の
霊
前
に
拝
礼
す
る
若
き
後
継
者
の
緊
張
し
た
雰
囲
気
を
よ
く
表
現
し

て
い
る
。

女
子
像
は
つ
ぶ
し
島
田
の
髪
飾
り
で
、
首
と
手
に
玉
飾
り
を
つ
け
、
腰

に
は
四
鈴れ
い

鏡き
ょ
う

を
さ
げ
て
い
る
。
長
い
裾
を
引
く
裳も

を
ま
と
い
、
右
肩
か

ら
左
脇
に
巾
広
い
た
す
き
を
か
け
、
両
手
を
前
に
捧
げ
て
い
る
。

男
子
跪
坐
像
は
下
半
身
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
残
存
部
の
姿
勢
か
ら
容

易
に
ひ
ざ
ま
ず
く
姿
を
想
像
で
き
る
。
わ
が
国
で
数
例
し
か
知
ら
れ
て
い

な
い
貴
重
な
埴
輪
で
、
亡
き
主
に
拝
礼
す
る
者
達
の
思
い
が
動
的
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
武
人
男
子
像
・
飾
馬
・
ゆ
ぎ
・
さ
し
ば
・
家
な
ど
十
二
体

以
上
の
人
物
埴
輪
の
破
片
が
あ
る
。
円
筒
埴
輪
を
合
わ
せ
て
海
岸
砂
丘
の

真
白
い
砂
山
上
に
営
な
ま
れ
た
墳
丘
を
飾
り
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和

二
十
三
年（
一
九
四
八
）十
二
月
発
掘
。
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御ご

宝ほ
う

殿で
ん

の
稚ち

児ご

田で
ん

楽が
く

・
風ふ

流り
ゅ
う　

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
五
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
錦
町
御
宝
殿

保
存
団
体　

御
宝
殿
熊
野
神
社
田
楽
保
存
会

平
安
時
代
末
期
に
立
荘
さ
れ
た
菊
多
荘
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
御
宝
殿
熊

野
神
社
の
祭
礼
に
行
わ
れ
る
田
楽
・
風
流
は
、
鎌
倉
時
代
に
全
国
で
流
行

し
た
遺
例
で
あ
る
。

現
在
、
祭
り
は
七
月
の
第
三
月
曜
日
、
及
び
前
日
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
、

農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
「
お
ほ
こ
だ
て
」、
豊
作
祈
願
の
稚
児
田
楽
「
ざ

ら
っ
こ
」、
豊
年
感
謝
の
風
流
「
鷺
舞
・
鹿
舞
・
龍
舞
・
獅
子
舞
」
が
あ

る
が
、
古
く
は
六
月
十
四
・
十
五
日
で
あ
っ
た
。

「
お
ほ
こ
だ
て
」
は
、
五
ｍ
程
の
孟
宗
竹
二
本
を
根
付
き
の
ま
ま
掘
り

取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
赤
地
に
黒
の
鳥
と
、
白
地
に
兎
を
描
い
た
紙

張
り
太
鼓
を
取
り
付
け
、
兎
を
山
方
、
鳥
を
海
方
と
し
、
祭
り
の
朝
に
大

鳥
居
の
脇
に
立
て
こ
れ
を
振
り
分
け
旗
の
合
図
で
倒
し
、
本
殿
の
前
に
建

て
替
え
る
。
山
方
と
海
方
と
が
ど
ち
ら
が
早
く
立
て
る
か
を
競
い
、
早
く

立
て
た
方
が
豊
作
に
な
る
と
い
う
。

稚
児
田
楽
は
八
人
の
童
子
に
よ
り
行
わ
れ
、
う
ち
二
人
は
露
払
い
で
、

ほ
こ
竹
を
九
〇
㎝
程
に
し
た
も
の
を
持
ち
、
浴
衣
に
白
足
袋
で
背
に
「
二

つ
巴
」
の
社
紋
を
染
め
た
上
衣
を
羽
織
り
、
黒
い
烏え

帽ぼ

子し

を
か
ぶ
っ
て
い

る
。「
ざ
ら
っ
こ
」
は
、
一
八
㎝
程
の
細
い
檜
板
を
三
〇
枚
ば
か
り
麻
糸

で
通
し
た
さ
さ
ら
を
鳴
ら
し
、
露
払
い
と
同
じ
服
装
で
ニ
ツ
折
の
板
笠
を

か
ぶ
る
。

舞
に
は
総
巡
り
・
親
と
子
の
取
り
換
え
・
列
の
組
み
打
ち
・
二
列
の
組

み
打
ち
・
親
は
親
、
子
は
子
な
ど
の
一
〇
種
目
が
あ
る
。
噺
子
方
は
笛
と

太
鼓
で
、こ
の
噺
子
方
の
太
鼓
の
胴
打
ち
「
カ
ッ
カ
」、真
打
ち
の
「
ド
ン
」

と
、
笛
の
リ
ズ
ム
で
動
く
た
め
、「
カ
ッ
カ
ド
ン
」
と
い
う
。

豊
年
を
感
謝
す
る
風
流
の
舞
は
、
白
装
束
の
縫
い
ぐ
る
み
を
着
た
若
者

が
頭
に
篭
細
工
の
鷺
・
鹿
・
竜
・
獅
子
の
頭
を
か
ぶ
り
櫓
の
上
で
踊
る
。
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甲
か
ぶ
と　

塚づ
か　

古こ　

墳ふ
ん

指　

定　

大
正
十
二
年
三
月
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
荒
田
目
字
甲
塚

管
理
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代
後
期（
六
世
紀
後
半
）

甲
塚
古
墳
は
、
夏
井
川
河
口
に
近
い
沖ち
ゅ
う

積せ
き

地ち

に
築
造
さ
れ
た
径
三
七

ｍ
、
高
さ
約
八
・
二
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。
比
較
的
よ
く
墳
形
を
保
ち
、
沖

積
地
に
あ
る
た
め
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
、国
指
定
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

兜
を
伏
せ
た
の
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
で
呼
ば
れ
、
か
つ
て
ク

ロ
マ
ツ
の
巨
木
が
墳
丘
を
お
お
い
、
ど
の
方
向
か
ら
見
て
も
同
じ
に
見
え

る
と
こ
ろ
か
ら
「
八
方
に
ら
み
の
松
」
と
い
わ
れ
、
実
に
堂
々
と
し
て
、

水
田
に
う
つ
る
姿
は
み
ご
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
枯
れ
は
て
て

し
ま
い
、
墳
丘
だ
け
が
孤
立
し
て
い
る
。

未
だ
考
古
学
的
な
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
部
構
造
も
築

造
年
代
も
明
ら
か
で
な
い
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
周
辺
に
も
い
く
つ
か
の

古
墳
が
あ
っ
た
が
、
耕
作
に
よ
り
湮い
ん

滅め
つ

し
た
と
い
う
。
付
近
に
は
古
墳
時

代
前
期
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
が
色
濃
く
分
布
し
て
い
る
。

国
道
六
号
常
磐
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
九
基
の
古
墳
の

跡
、
一
五
〇
棟
の
掘
立
柱
の
建
物
跡
、
祭さ
い

祀し

の
溝
な
ど
か
ら
、
土は

師じ

器き

、

円
筒
埴
輪
、
木
器
、
木
簡
な
ど
豊
富
な
遺
物
が
掘
り
出
さ
れ
て
い
る
。
西

南
の
丘
陵
下
に
鎮
座
す
る
延
喜
式
内
社
大
国
魂
神
社
の
存
在
と
と
も
に
、

甲
塚
古
墳
の
歴
史
的
な
環
境
は
歴
史
の
宝
庫
に
ふ
さ
わ
し
く
充
実
し
て
い

る
。市

内
の
沖
積
地
に
立
地
す
る
古
墳
に
は
、
金
冠
塚
古
墳（
県
指
定
・
錦

町
）、
五
里
内
古
墳（
平
下
荒
川
）、
塚
前
古
墳（
小
名
浜
林
城
）な
ど
横
穴
式
石

室
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
甲
塚
古
墳
も
後
期
古
墳
時
代
の
六
世
紀
後
半
ご

ろ
の
築
造
と
推
定
さ
れ
る
。
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白し
ら

水み
ず

阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

境き
ょ
う

域い
き

指　

定　

昭
和
四
十
一
年
九
月
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑
・
大
門

管
理
者　

い
わ
き
市

平
安
時
代
末
期（
十
二
世
紀
）

面
積　

二
四
三
、六
六
九
㎡

白
水
阿
弥
陀
堂
境
域
は
、
北
・
西
・
東
三
方
の
丘
陵
々
線
と
、
白
水
川

を
境
界
線
と
す
る
範
囲
が
指
定
区
域
で
あ
る
。
北
山
頂
に
経
塚
山
、
西
に

朝
日
滝
、
東
に
夕
日
滝
を
配
し
、
参
道
中
央
の
大
門
跡
で
内
・
外
院
に
区

切
ら
れ
る
。
外
院
の
東
に
小
御
堂
跡
、
中
央
に
中
の
坊
跡
、
西
に
大
坊（
元

禄
年
間
に
願
成
寺
と
な
る
）が
あ
っ
た
。
内
院
に
は
、
平
安
時
代
末
建
立
の

阿
弥
陀
堂（
国
宝
）、
南
に
中
島
と
東
西
に
ひ
ろ
が
る
池
を
配
置
す
る
。

昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）、
東
西
池
の
汀て
い

線せ
ん

・
石
組
・
洲
浜
・
中
島

に
か
か
る
橋
跡
が
確
認
さ
れ
、浄
土
式
庭
園
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
四
十
三
年（
一
九
六
八
）以
降
、
周
辺
土
地
の
公
有
化
と
庭
園
の
復
元
整

備
事
業
が
施
行
さ
れ
、
十
二
世
紀
の
創
建
当
初
の
姿
に
再
現
さ
れ
た
。

十
一
世
紀
頃
か
ら
、
釈
迦
入
滅
二
千
年
後
は
世
が
暗
黒
の
世
界
に
な
る

と
い
う
末
法
思
想
が
普
及
し
、
王
朝
貴
族
は
西
方
浄
土
の
光
明
を
求
め
て

阿
弥
陀
堂
を
建
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。
白
水
阿
弥
陀
堂

浄
土
式
庭
園
も
こ
の
様
な
思
想
的
背
景
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
、
経
典
の
説

く
理
想
を
こ
の
世
の
地
上
に
具
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

平
泉
の
毛も
う

越つ
う

寺じ

庭て
い

園え
ん

・
観か
ん

自じ

在ざ
い

王お
う

院い
ん

、
京
都
宇
治
平
等
院
な
ど
が
代
表

的
遺
構
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
建
造
物
と
庭
園
が
創
建
当
初
の
姿
を
完

備
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

白
水
阿
弥
陀
堂
境
域
の
場
合
は
、
お
堂
の
建
造
物
と
浄
土
式
庭
園
が
健

全
な
例
で
あ
り
、
加
え
て
自
然
空
間
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
が
よ
く
保

持
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
の
仏
教
文
化
と
相
ま
っ
て
、
す
ば
ら
し

い
効
果
を
発
揮
し
、
感
動
を
誘
っ
て
い
る
。
い
わ
き
ば
か
り
で
は
な
く
、

わ
が
国
の
十
二
世
紀
を
代
表
す
る
浄
土
式
庭
園
の
一
つ
で
あ
る
。
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中な
か　

田だ　

横よ
こ　

穴あ
な

指　

定　

昭
和
四
十
五
年
五
月
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
沼
ノ
内
字
中
田

管
理
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代（
六
世
紀
後
半
）

海
岸
か
ら
一
・
二
㎞
の
丘
陵
崖
下
に
構
築
さ
れ
た
横
穴
墓
で
、
昭
和

四
十
四
年（
一
九
六
九
）、
県
道
新
設
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
。
複
室
を
有

す
る
特
殊
な
構
造
を
も
ち
、
奥
室
周
壁
に
三
角
形
の
赤
白
の
文
様
が
三
段

に
描
か
れ
て
い
る
、
我
が
国
を
代
表
す
る
装
飾
横
穴
墓
の
一
つ
で
あ
る
。

入
口
か
ら
奥
室
壁
ま
で
六
・
六
七
ｍ
、
奥
室
幅
二
・
八
ｍ
、
高
さ
二
・

二
九
ｍ
、
隅
丸
方
形
プ
ラ
ン
で
ア
ー
チ
状
の
天
井
と
な
る
。
前
室
は
奥
室

よ
り
小
さ
く
入
口
の
幅
も
狭
く
、
排
水
溝
と
閉
塞
施
設
の
た
め
の
溝
が
あ

る
。三

角
形
の
文
様
は
一
辺
四
〇
㎝
前
後
で
、
輪
郭
線
は
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
上
段
は
赤
色
の
倒
立
三
角
形
、
中
段
下
段
は
正
位
の
三
角
形
で
、
下

段
の
頂
点
が
中
段
の
三
角
形
の
底
辺
中
央
に
接
す
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
白
色
は
奥
壁
の
上
段
中
段
の
み
で
側
壁
に
は
見
ら
れ
な
い
。
入
口

上
部
に
も
二
本
の
弧
線
と
、
そ
の
間
に
赤
の
三
角
形
を
並
べ
そ
の
下
に
四

つ
の
三
角
形
を
描
い
て
い
る
。

我
が
国
最
大
と
い
う
金
銅
製
馬ば

鈴れ
い

を
は
じ
め
、
装
身
具
三
八
五
点
、
武

器
武
具
七
四
七
点
、
馬
具
一
六
九
点
、
そ
の
他
、
珠し
ゅ

文も
ん

鏡き
ょ
う（
儀
鏡
）、
青

銅
製
鋺
の
蓋
な
ど
、
横
穴
入
口
直
下
に
設
け
ら
れ
た
特
殊
な
祭
壇
と
内
部

か
ら
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
出
土
品
の
多
く
は
六
世
紀
後
半
の
我

が
国
の
古
墳
文
化
研
究
と
、
横
穴
墓
の
基
礎
的
概
念
を
大
幅
に
書
き
か
え

る
要
因
と
な
っ
た
。
東
国
の
古
墳
文
化
研
究
上
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
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根ね

岸ぎ
し

官か
ん

衙が

遺い

跡せ
き

群ぐ
ん　
　
　

一
四
五
、一
一
五
・
八
六
㎡

指　

定　

平
成
十
七
年
七
月
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
大
越
字
岸
前
・
石
田
・
根
岸
・
根
廻
・

上
ノ
内
作

い
わ
き
市
平
藤
間
字
中
之
内
・
ト
ウ
ボ
ウ
ジ

所
有
者　

い
わ
き
市
ほ
か

七
世
紀
後
半
～
九
世
紀

根
岸
遺
跡
は
い
わ
き
市
平
下
大
越
及
び
藤
間
地
内
に
所
在
し
、夏
井
川
河

口
近
く
の
右
岸
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。根
岸
官
衙
遺
跡
の
北
方
に
あ
る
夏
井

廃
寺
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、そ
の
後
、昭
和
四
十
八
年
に
根
岸
遺
跡

が
発
見
さ
れ
た
。発
掘
調
査
の
結
果
、七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
至
る
磐

城
郡ぐ
う

家け

跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、夏
井
廃
寺
と
併
せ
、一
四
四
、五
三
五

㎡
余
を
根
岸
官
衙
遺
跡
群
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

根
岸
遺
跡
は
政
庁
跡
、正
倉
院
跡
、居
館
跡
等
か
ら
な
り
、中
心
と
な
る
政
庁

は
北
辺
中
央
に
正
殿
、両
わ
き
に
脇
殿
を
配
置
し
、中
央
の
広
場
と
併
せ
、一
辺

六
六
ｍ
以
上
の
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る
。正
倉
院
は
北
群
と
南
群
に
分
け
ら
れ
、

穀
倉
や
管
理
棟
と
思
わ
れ
る
建
物
が
並
ん
で
い
る
。居
館
は
大
型
の
竪
穴
住
居

と
付
属
す
る
建
物
群
が
あ
り
、首
長
層
か
郡
司
級
の
居
宅
、も
し
く
は
館
の
施

設
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
建
物
は
礎
石
建
物
、掘
立
柱
建
物
、竪
穴
住
居
と

用
途
に
よ
り
分
れ
て
お
り
、い
ず
れ
も
規
模
に
お
い
て
群
を
抜
い
て
い
る
。

夏
井
廃
寺
は
根
岸
遺
跡
の
北
方
に
あ
り
、
東
西
九
六
・
三
ｍ
、
南
北

一
一
九
・
五
ｍ
を
溝
で
区
画
し
、
金
堂
跡
、
講
堂
跡
、
塔
跡
が
配
地
さ
れ

九
州
の
観
世
音
寺
式
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
観
世
音
寺
式
の
伽
藍
配
置
は

郡
山
廃
寺
や
多
賀
城
廃
寺
に
も
見
ら
れ
、
共
に
国
府
に
付
随
す
る
寺
院
と

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夏
井
廃
寺
も
同
様
の
性
格
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
発
掘
に
よ
り
複
弁
六
葉
蓮
華
文
、複
弁
八
葉
蓮
華
文
、

複
弁
四
葉
蓮
華
文
な
ど
の
軒
丸
瓦
や
、
こ
れ
と
対
に
な
る
重
弧
文
、
均
整

唐
草
文
の
軒
平
瓦
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
の
瓦
は
夏
井
川
上
流
の
梅
ノ
作
瓦

窯
跡
群
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。根
岸
官
衙
遺
跡
群
は
、

い
わ
き
の
古
代
を
語
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
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中な
か

釜か
ま

戸ど

の
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ

指　

定　

昭
和
十
二
年
六
月
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
渡
辺
町
中
釜
戸
字
表
前
ほ
か

管
理
者　

い
わ
き
市

こ
の
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ
は
、
中
釜
戸
の
観
音
堂
境
内
に
あ
る
。
大
小
二
本

の
巨
木
は
樹
幹
が
ね
じ
れ
曲
り
、
コ
ブ
が
つ
き
、
曲
折
し
た
中
小
枝
は
こ

と
ご
と
く
枝し

垂だ

れ
、
大
き
な
洋
傘
状
の
み
ご
と
な
樹
冠
を
つ
く
り
、
四
季

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
趣
は
特
有
の
景
観
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

大
株
の
樹
高
六
・
八
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
三
・
五
ｍ
、
根
回
り
二
・
七
五

ｍ
。
小
株
は
樹
高
四
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
八
〇
㎝
で
、
両
株
と
も
樹
種
は
イ

ロ
ハ
カ
エ
デ
で
あ
る
。

自
然
落
下
し
た
種
子
か
ら
は
正
常
形
と
枝
垂
れ
形
が
生
ず
る
が
、
枝
垂

れ
の
個
体
が
少
な
い
と
い
う
。
従
っ
て
、
枝
垂
れ
形
質
は
遺
伝
的
に
固
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、突
然
変
異
に
よ
っ
て
生
じ
た
奇
形
木
と
考
え
ら
れ
、

植
物
形
態
学
的
、
遺
伝
学
的
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
植
栽
自
生
の
区

別
は
で
き
ず
、
樹
齢
も
不
明
で
あ
る
。

紅
葉
期
は
昼
夜
の
温
度
差
が
少
な
い
と
一
斉
に
紅
葉
し
な
い
。
紅
葉
に

緑
が
混
ざ
る
の
も
趣
が
あ
る
。

　
　

イ
ロ
ハ
カ
エ
デ（
カ
エ
デ
科
）

古
来
モ
ミ
ジ
の
名
所
は
、
京
都
郊
外
の
高
雄
と
さ
れ
て
き
た
の
で
タ
カ

オ
モ
ミ
ジ
と
も
よ
ば
れ
る
。
樹
高
一
五
ｍ
に
な
る
木
で
樹
皮
は
な
め
ら
か

で
、
葉
は
互
生
で
幅
は
四
～
七
㎝
、
深
く
切
れ
こ
み
五
～
七
裂
、
葉
緑
に

ふ
ぞ
ろ
い
の
鋸
歯
が
あ
っ
て
、
大
鋸
歯
の
中
に
小
鋸
歯
が
ま
じ
る
。
花
は

四
、五
月
頃
で
十
月
に
結
実
す
る
。

分
布
は
、
東
北
地
方
南
部
か
ら
台
湾
・
中
国
東
部
・
朝
鮮
半
島
南
部
に

お
よ
ぶ
。
ま
た
、
岩
手
県
か
ら
の
記
録
が
あ
る
が
、
植
栽
さ
れ
た
も
の
と

言
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
き
市
で
は
平
地
丘
陵
地
に
多
く
、
陽
樹
で
渓
谷
な

ど
に
多
く
生
育
す
る
。
樹
陰
で
は
生
育
が
よ
く
な
い
。
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賢
か
し
こ
沼ぬ
ま

ウ
ナ
ギ
生せ
い

息そ
く

地ち

指　

定　

昭
和
十
四
年
九
月
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
沼
ノ
内
字
代
ノ
下

管
理
者　

い
わ
き
市

平
沼
ノ
内
地
内
の
丘
陵
地
に
賢
沼
が
あ
る
。
周
囲
の
丘
陵
地
か
ら
賢
沼

に
集
ま
っ
た
水
は
、
水
路
を
通
っ
て
弁
天
川
へ
落
ち
る
。
沼
は
文
部
科
学

省
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
。

面
積
二
一
八
ア
ー
ル
。
沼
の
北
側
に
賢
沼
寺
密
蔵
院
弁
天
堂
が
あ
り
、

そ
の
浮
御
堂
の
床
下
で
コ
イ
に
混
じ
っ
て
ウ
ナ
ギ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。殺

生
を
戒
め
る
弁
財
天
信
仰
と
も
結
び
つ
い
て
保
護
さ
れ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
以
前
は
大
人
の
腕
ほ
ど
の
巨
大
ウ
ナ
ギ
が
見
ら
れ
た
が
、
今
は

普
通
の
大
き
さ
の
ウ
ナ
ギ
が
少
し
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

ウ
ナ
ギ
が
淡
水
に
棲
む
の
は
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
幼
生（
体
長
六
㎝
）以
後
の

も
の
で
、
産
卵
時
期
に
は
降
海
回
遊
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
賢
沼
の

ウ
ナ
ギ
も
川
を
遡
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
成
魚
は
保
護
さ

れ
て
巨
大
化
し
、
一
生
を
こ
の
沼
で
過
ご
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

国
の
天
然
記
念
物
の
ウ
ナ
ギ
は
、
賢
沼
と
岐
阜
県
粥
川
の
も
の
は
普
通

の
日
本
ウ
ナ
ギ
で
あ
る
が
、
他
に
別
種
の
オ
オ
ウ
ナ
ギ
が
指
定
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　

ウ
ナ
ギ（
ウ
ナ
ギ
科
）

ウ
ナ
ギ
は
背
び
れ
・
尾
び
れ
・
し
り
び
れ
は
連
続
し
、腹
び
れ
は
な
く
、

体
に
は
斑は
ん

紋も
ん

が
な
い
。
オ
オ
ウ
ナ
ギ
に
は
褐
色
の
斑
紋
が
あ
る
。
日
本
ウ

ナ
ギ
の
産
卵
場
は
、
マ
リ
ア
ナ
海
溝
と
推
定
さ
れ
、
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
レ
ス

幼
生
に
な
っ
て
海
流
に
の
り
、
日
本
近
海
に
近
づ
く
。
変
態
し
た
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
幼
生
は
一
月
か
ら
五
月
下
旬
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
川
を
遡
っ
て
小

川
や
沼
に
入
る
。
夜
行
性
で
昼
は
物
か
げ
に
静
止
し
て
動
か
な
い
。
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照て
る

島し
ま

ウ
生せ
い

息そ
く

地ち

指　

定　

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
泉
町
下
川
字
大
畑

管
理
者　

い
わ
き
市

照
島
は
小
浜
町
と
泉
町
下
川
字
大
剣
の
境
界
付
近
に
あ
っ
て
、
海
岸
か

ら
約
二
五
〇
ｍ
離
れ
た
第
三
紀
凝
灰
質
砂
岩
の
断
崖
絶
壁
の
島
で
あ
る
。

元
来
こ
の
島
は
、
対
岸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
が
、
波は

浪ろ
う

の
浸
食
作
用
で
島

に
な
っ
た
。
高
さ
は
対
岸
の
崖
と
同
じ
く
約
三
一
ｍ
で
あ
る
。
以
前
島
の

南
側
に
海
蝕
洞
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
今
は
な
く
、
近
年
崖
が
崩
れ
て
小
さ

く
な
っ
て
い
く
傾
向
で
あ
る
。
島
の
頂
上
の
植
物
を
双
眼
鏡
で
観
察
す
る

と
、
ト
ベ
ラ
・
マ
ル
バ
グ
ミ
・
ヒ
サ
カ
キ
の
低
木
や
ハ
マ
ギ
ク
が
繁
茂
し

て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

照
島
に
は
十
一
月
中
旬
に
ウ
ミ
ウ
・
ヒ
メ
ウ
・
ア
ビ
・
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が

飛
来
し
、
翌
年
四
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
北
方
へ
帰
る
。
渡
来

時
期
と
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
回
遊
が
一
致
し
て
い
る
の
は
興
味
が
あ
る
。

ウ
ミ
ウ
は
毎
年
、
こ
の
島
で
産
卵
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
産
卵

し
な
い
年
の
方
が
多
い
。
羽
化
し
て
も
数
羽
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
ウ
ミ

ウ
の
太
平
洋
側
で
の
繁
殖
南
限
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
体
力

の
な
い
鳥
は
通
年
照
島
で
過
ご
す
。

鵜
の
日
周
活
動
は
日
の
出
と
と
も
に
は
じ
ま
り
、
昼
間
は
採
餌
行
動
が

二
㎞
か
ら
六
㎞
に
お
よ
ぶ
。
日
没
頃
に
帰
島
を
は
じ
め
、
暮
色
せ
ま
っ
て

帰
着
す
る
。
大
型
の
ウ
ミ
ウ
は
見
晴
し
の
よ
い
島
の
頂
上
部
に
、
小
型
の

ヒ
メ
ウ
は
垂
直
な
崖
面
に
止
る
。

　
　

ウ
ミ
ウ
と
ヒ
メ
ウ（
ウ
科
）

ウ
ミ
ウ
は
翼
長
三
・
四
ｍ
に
な
る
大
型
の
黒
い
海
鳥
で
、
繁
殖
期
の
翼

は
藍
色
、
雌
雄
の
区
別
は
で
き
な
い
。
幼
鳥
は
褐
色
で
、
顔
・
喉
の
裸
出

部
は
白
い
。
ウ
ミ
ウ
の
白
色
部
は
カ
ワ
ウ
の
方
が
広
く
、
ヒ
メ
ウ
は
ほ
と

ん
ど
な
く
体
全
体
が
黒
い
。
ウ
ミ
ウ
の
繁
殖
地
は
シ
ベ
リ
ア
沿
岸
か
ら
北

海
道
・
東
北
地
方
北
部
に
わ
た
る
が
、
ヒ
メ
ウ
は
さ
ら
に
北
の
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
半
島
方
面
へ
広
が
る
。
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沢さ
わ

尻じ
り

の
大お
お

ヒ
ノ
キ
（
サ
ワ
ラ
）

指　

定　

昭
和
四
十
九
年
八
月
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
川
前
町
上
桶
売
字
上
沢
尻

所
有
者　

個
人

沢
尻
の
大
ヒ
ノ
キ
は
、
樹
高
三
四
・
二
八
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
九
・
五
ｍ
、

樹
冠
南
北
約
二
〇
ｍ
の
大
木
で
日
本
最
大
の
サ
ワ
ラ
で
あ
る
。
本
樹
は
、

南
に
開
く
地
形
の
な
だ
ら
か
な
階
段
状
田
畑
の
中
に
立
っ
て
い
る
独
立
樹

で
、
樹
勢
は
盛
ん
で
あ
る
。
周
囲
に
樹
木
が
な
い
た
め
枝
が
良
く
繁
り
、

伸
び
た
枝
は
自
重
で
垂
れ
さ
が
り
、
南
と
北
の
枝
は
地
面
に
接
触
し
て
い

る
。主

幹
は
途
中
か
ら
二
分
し
、
梢
が
二
本
に
な
っ
て
い
る
。
樹
皮
は
縦
裂

し
て
深
い
切
れ
込
み
と
な
り
、
こ
の
上
に
ツ
ル
マ
サ
キ
や
巨
大
な
キ
ズ
タ

が
か
ら
み
つ
い
て
い
る
。
推
定
樹
齢
約
八
百
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
樹
の
名
称
は
「
ヒ
ノ
キ
」
で
あ
る
が
樹
種
は
「
サ
ワ
ラ
」
で
あ
る
。

　
　

サ
ワ
ラ（
ヒ
ノ
キ
科
）

日
本
特
産
の
針
葉
樹
で
、
自
然
分
布
の
北
限
は
岩
手
県
北
上
山
地
、
南

限
は
島
原
半
島
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
が
山
の
中
腹
か
ら
尾
根
に
か
け
て
生
息

す
る
の
に
対
し
て
、
サ
ワ
ラ
は
中
腹
か
ら
下
の
谷
筋
に
良
く
育
つ
。
老
木

の
樹
冠
は
ヒ
ノ
キ
が
卵
型
ま
た
は
円
柱
形
な
の
に
対
し
て
、
サ
ワ
ラ
は
円

錐
形
に
な
る
。
樹
皮
は
灰
褐
色
で
ヒ
ノ
キ
よ
り
灰
色
が
強
く
、
せ
ま
く
縦

裂
す
る
。
葉
は
ヒ
ノ
キ
よ
り
小
形
で
、
ヒ
ノ
キ
が
鱗り
ん

片ぺ
ん

状
葉
で
先
の
と
が

ら
な
い
の
に
対
し
て
サ
ワ
ラ
は
と
が
っ
て
い
る
。
白
色
気
孔
線
が
Ｙ
字
形

し
て
い
る
の
が
ヒ
ノ
キ
で
、サ
ワ
ラ
の
そ
れ
は
二
個
で
葉
の
下
面
は
白
く
、

と
き
に
Ｘ
字
形
に
な
る
。
雌
雄
同
株
で
四
月
開
花
、
球
果
は
ヒ
ノ
キ
よ
り

小
さ
く
、
六
～
七
㎜
。
ヒ
ノ
キ
の
自
生
北
限
は
本
市
の
閼あ

伽か

井い

嶽だ
け

で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。


